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皮膚腿行症様症状を呈した肺吸虫皮膚異所寄生の一例

宮里 i=:t 

エロ 安藤 収 介 中 川！ 修
山口県立医科大学病理学教室（指導 細川修治教授）

（昭和 35年 9月5日受領）

肺吸虫は本来の寄生部位である肺以外に，異所寄生を

営む事が特徴である．此の異所寄生は容易に診断出来る

ものではなく，手術後に材料の検索の結果，疾病の原因

が全く予期しなかった肺吸虫の異所寄生と診断される事

が多い．更に組織学的検索の結果，肺吸虫に因るものと

の疑いは濃厚であっても，虫体或は定型的な虫卵が証明

されず，肺吸虫異所寄生と決定出来ない場合もある

山口県下の肺吸虫症患者は，我が教室の調査の結果，

各河川流域，特にその山間地帯で地方病的様相で発生し

て居る．これは， 111問地帯の蛋白資源のーっとして，「ヅ

ガニ」の曙食が盛んな事が原因である．尚，県下の各河

川産の「ヅガニ」には，相当高率に肺吸虫被褒幼虫が寄生

して居る事は，我が教室の内野，高橋，豊原の調査で明

かにされて居る

此の様な環境の為，肺吸虫の異所寄生例に遭遇する機

会があり，既に当教室では細川ら（卵管寄生），安村ら

（大綱寄生），本学第2外科の森岡（脳寄生）の報告が見受

けられる

我が教室に病理組織診断を依頼された症例の中に，肺

吸虫に因り，皮下組織及び月干の好酸球浸潤が認められた

例で然も皮膚に長江浮腫様の症状の認められた 1例を経

験したので、報告する．

観 察症例

山口日；赤病院外科，政井健次博士依頼

11歳男，主訴，右季肋部の腫脹

何等誘因と思われるものなく，ヰ1・季肋部に腫脹を生じ

た．しかし，此の部分は軽度の圧痛がある以外，全身状

態は異常はなヤ．

既往歴及び生活歴 ：時々腹痛を訴える以外は，健康で

著患を知らない．患者は県下の佐波川上流に居住し，魚

釣を好んだ．しかし，捕獲した魚を堵食した事はあまり

なく，河蟹を食べた記憶も明確でない（問診しでも要領

を得ない）

本研究は文部省科学研究費（肺吸虫班）の補助を受けた．

検査成績

白血球数 10200，白血球百分率，好中球47%，リンパ

球 31.5%，好酸球 17.5%，単球4%で好酸球増多症が

ある．赤沈値は 1時間 25, 2時間 66で若干促進して居

る．肺，胃，胆褒のX線検査で異常所見は認めない．肝

機能検査を行っても肝障害は証明されない．

局所所見 ：右季肋部から胸部に浮腫状腫脹があり，軽

度の圧痛があるが，皮膚の発赤及び色素沈着はない．肝

は2横指触知されるが，特に硬いと云うことはない

入院後の経過

上述の所見及び検査から一応肝腫療の疑いで試験開腹

を行った．浮腫状の皮下組織に著変なく，腹水もない．

肝表面は平滑であるが，処々に小指頭大の白色の部分が

散見された．大網及び腸間!I莞リンパ腺が数コ腫大して居

る以外は腹部各臓器に著変はない．前記肝の白色の部分

を組織学的検査の為試験切除し，手術倉iJを閉じた．術後

順調に経過したが， 7日目に手術語I]に近く，以前の皮膚

と異る部位に栂指頭大の皮膚膨隆が 2コ生じた．前回と

同様，軽度の圧痛以外に異常所見はない．然し特異な点

は此の膨隆は時間的消長があり，移動が認められた．翌

日，局所を切開すると，皮下組織は壊死状で汚械色を呈

して居るが，膿様物の流出はない．詳細にみると，この

141に異物様のものがあったので，周囲組織と共に切除し

た. 2カ所に切開を行ったが、異物は lカ所のみであっ

た．此の異物は米粒大，赤禍色，無花果形（2×3.5mm) 

の虫体で，伸縮運動を行って居た．其後は順調に経過し

開腹術後， 18日で退院した

発見された虫体は，腹面に 2コの吸盤，即ち，口吸盤

及び腹吸盤が認められた．卵巣内の卵形成は認めない．

卵巣，皮赫の状態から此の虫体はウエステノレマン肺吸虫

である

皮下組織及び肝の組織学的問見

皮下組織は，組織の軽度の壊死と無数の好酸球からな
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3. 2. の強拡大，殆んどが好酸

球であるが、少数の大単核球が’

認められる
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る浸潤細胞集団があり，処によっては線維素の析出がみ

られる．しかし，好酸球以外の浸潤細胞は殆んどみられ

ない．隣接脂肪織及び結合織間隙には播種状ないしは散

在性に好酸球の浸潤があり，細血管の充盈を認める．

肝の変化も，皮下組織と同様に主な変化は，好酸球の

浸潤である．即ち小葉内或は小葉間に多数の好酸球が集

塊を為して居り，この集塊には少数の大単核球が混って

居る．此の部の肝細胞は壊死に陥り，病巣隣接の肝細胞

索は細長くなって居る. Sinusoidには， 好酸球が充満

して居る，遠隔部の Sinusoidにも好酸球がみられる

両組織共に未だ肉芽組織の形成はない

考按

此の症例の発生機転は，肺吸虫被褒幼虫が宿主に経口

的に摂取されて肺に至る迄の体内移行を考えれば自ら理

解出来る．そこで，実験的犬肺吸虫症に於ける肺吸虫の

宿主内移行状態を述べながら，此の症例の発生機転を説

明したいと思う．

宿主の小腸に達した被衰幼虫は脱褒して後，腸管を穿

通し腹腔内に出る．その後，大多数は上行して横隔膜を

穿通し胸腔に入札肋膜を穿通し肋膜下の肺組織に虫褒

を形成するが，少数は横隔膜穿通に先立って，横隔膜直

下に位置して居る肝をも穿通する．又，或るものは腹壁

腹膜直下或は筋組織内に穿掘しつつ移動する．此の様な

状態は，犬に被褒幼虫を感染させた後， l～2週間で開腹

すると観察される．本症例は，虫体の大きさ，組織像，病

変の位置が皮下及び肝に認められた点から，前述の実験

的犬肺吸虫症の感染後 1～2週間に一致するものである．

肝の病変と皮下の病変が，同一虫体に因るものか，別

個の虫体に因るかは，簡単に決定し兼ねる．しかし，肝

の組織像は，好酸球に大単核球が混じて居る点から皮下

の病変より僅かながら旧い様に考える．此の事から，肝

を穿通して後，腹壁内に迷入し，皮下を移行した為に皮

膚に浮腫状腫脹と疹痛をまして，丁度腿行症の如き症状

を呈し，第 1回手術時の皮膚では発見されず更に移動し

たものと考えられる．流行地では皮膚の移動性腫脹に就

て，顎口虫を疑い検査すると同時に肺吸虫の皮膚異所帯

生も疑い検索することも忘れてはならないと思う

既に述べた様に，感染後間もない時期の病変も考えら

れるに拘らず，“ヅガニ”の捕食の記憶がないと云う事

は不思議で、あるが，これは，患者が，蟹が料理されてい

るのを（例えばすりつぶしてダンゴ，或は蟹汁）知らない
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で食べたか，或は，蟹同志の闘争により離断した脚，或

は死んだ蟹から遊離した被糞幼虫が河水の使用に因り

（例えば，水泳，飲用，食器洗糠）誤って感染したものと

推察される

結論

11歳男3 右季肋部の浮腫状腫脹を呈し，随行症様皮膚

腫脹を認め，試験開腹の結果，皮下組織及び肝に病変を

認めた．又皮下組織には虫体を認めた．検索の結果，虫

体はウエステノレマン肺吸虫で、あった．

病変部の組織像は，無数の好酸球の浸潤を示した．

此の病変の発生機転を実験的肺吸虫症と対比して考察

した．

本論丈の要旨は日本寄生虫学会，第 14回西部支部大

会に於いて発表した

参 考文献

1）細川修治 ・竹内清海 ・森田健規知（1957)：肺吸

出の卵管壁異所寄生例，寄生虫学雑誌、， 6:182-
184, 

2）高橋一郎（1956）：山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生扶況に就・て（第2回報告），寄生虫
学雑誌、， 5, 18-21. 

3）高橋一郎（1956）：山口県産「ヅガ＝」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生状況に就て（第3回報告），寄生虫
学雑誌， 5, 22-25. 

4）高橋一郎（1956）：山口県産「ヅガェ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生状況に就て（第4回報告），寄生虫
学雑誌、， 5, 321-324. 

5）高橋一郎（1956）：山口県産「ヅ、ガニ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生状況に就て（第5回報告），寄生虫
学雑誌、， 5, 325-328. 

6）高橋一郎（1957）：山口県産「ヅガエ」の肺吸虫被

襲幼虫の寄生状、況に就て（第6回報告），寄生虫
学雑誌、， 6, 568-572. 

7）高橋一郎（1957）：山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生状況に就て（第7回報告），寄生虫
学雑誌， 6, 573-576. 

8）森岡久（1955）：脳内肺ヂストマ症の一例，山口

臨床医学＇ 3, 131-134. 

9）豊原守（1960）：山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被嚢
幼虫の寄生状況に就いて（第8回報告），山口医学，
9, 317-319. 

10）内野文嫡（1954）：山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生扶況に就て（第 1回報告），寄生虫

学雑誌、， 3, 255-257. 

11）安村寿嘉 ・河本博（1959）：肺吸虫の大綱異所寄

生の一例，山口医学， 8, 319-325. 



55 

ONE CASE OF DERMAL HETEROTOPIC PARAGONIMUS PARASITISM 

WHICH INDUCED CREEPING DISEASE-LIKE SYMPTOMS 

TAKASHI MIYAZATO, SHUSUKE ANDO & QSAMU NAKAGAWA 

(Department of Patholog）ヘ YamaguchiユledicalSchool、Jaρan)

A patient, 11・year-oldboy, complained dermal edematous swellinεof right hypogastrial 

region which showed creeping disease like dermal swelling. 

Paragonimus westermanii parasitism ancl eosinophile leucocytes in五ltrationin the dermis 

and subcutaneous tissue was recognized by means of probe laparotomy, furthermore, eosinophile 

leucocytes in五ltrationin the liver parenchyma司 too.
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